
Agent Toolkitを利用して開発したSNMPエージェント機能により、お客様に最適なITリソース運用監視サービスの提供を実現
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　内部統制やコンプライアンス、リスクマネジメ

ントなどがまだそれほど注目されていなかった

2004年半ばに、MSP事業（リモート運用監視サー

ビス）を展開していた株式会社ネットエンズ（以

下、ネットエンズ）とアイティマネージ株式会社

（以下、アイティマネージ）は、業界最大手を目指

して合併し、アイティマネージ株式会社となった

（2005年11月にインフォリスクマネージ株式会

社へ社名変更）。

　多くのMSP事業者が撤退を余儀なくされた厳

しい環境で、インフォリスクマネージは、蓄積し

たノウハウを活用して独立系の運用監視サービス

プロバイダ最大手へと成長し、さらなる事業の拡

大と信頼性の高いITリソース運用監視サービス

の提供を目指すことになった。

　合併前のネットエンズは、お客様のIT運用監視

業務を支援する高品質サービスを提供する企業で

あった。リモートでITリソースの運用監視を実施

する『リモートサーバーメンテナンス』は、企業

のITリソースの安定稼働を支援する、同社の主力

サービスであった。お客様のサーバを監視し、障

害を防止し、万一の場合には専任技術者が迅速か

つ的確に対応し、システムダウンを最小限に食い

止めるサービスである。この事業分野には多くの

競合が参入したため、顧客の囲い込みやサービス

拡大のために差別化を図る必要があった。同社は、

当時、OSにバンドルされたフリーのSNMPエー

ジェントを利用して監視サービスを提供してお

り、次のような問題を抱えていた。

　これらを改善するため、SNMP エージェント

に関して次の項目を検討した。

　インフォリスクマネージ株式会社（以下、インフォリスクマネージ）は、企業活動に不可欠なITリソー

スの可用性や情報資産の機密性を維持し、企業価値を最大化する運用監視サービスを提供するMSP

（Management Service Provider）である。同社では、ITリソースの運用監視業務の受託に限らず、

ISMS準拠の情報セキュリティ・マネジメントシステムやプライバシーマーク制度による個人情報保護の

マネジメントシステムの構築や運用を実現するためのコンサルティングサービスなど、内部統制活動が

有効に機能するよう企業を支援するサービスも提供している。

　検討の結果、上記①②は、開発コストを考慮し

て不採用とした。③についても、いくつかのベン

ダー製品を比較検討したが、この時点ではコスト

と品質がマッチする製品がなかった。

　その後しばらくして、Web 検索でSNMPエー

ジェントの開発キット製品であるWebNMS 

Agent Toolkit（以下、Agent Toolkit）を見つけ

た。機能、操作性、品質、開発コストなどさまざま

な角度から評価を実施した。ゾーホージャパン株

式会社（以下、ゾーホージャパン）の製品は、無償

でダウンロードして評価することができ、評価期

間中でも技術サポートが提供されるため、評価作

業も順調に進んだ。初期に購入する開発キットの

価格も、開発したSNMPエージェントのランタ

イムライセンス等のランニングコストも他社製品

より安価であった。また、実績のある製品で品質

も安定しており、コストと品質に関する要件をす

べてクリアしていた。『リモートサーバーメンテナ

ンス』で必要となるアプリケーション・サーバの

監視エージェントの開発も短期間で実現できるこ

とが確認できたので、採用することが決定された。

　ゾーホージャパンのAgent Toolkit C Edition

は、C/C++言語のSNMPエージェント開発ツー

ルである。操作性に優れたGUIと多彩な API を

備え、ネットワーク管理機能やエージェントの開

発において、大幅な開発工数の削減が可能である。

Agent ToolkitにはJava Editionもあり、Java 

ベースのSNMPエージェントの開発もできる。

高いコストパフォーマンス、マルチプラット

フォームでの安定性により、世界で広く利用され

ている。

　一方、合併前のアイティマネージも、多数の優

秀な運用監視のエンジニアを擁し、同社が長年に

わたり蓄積してきた運用監視の技術スキルやノウ

ハウ、経験に基づくSMS（システムマネージメン

トサービス）という名称の優れたサービスがあり、

リモートからのITリソースの運用監視サービス

を多くのユーザ企業に提供していた。この SMS 

では、アイティマネージが自前で構築した運用監

視ツールや監視システムが使用されていた。

　新生インフォリスクマネージでは、合併後に複

数の運用監視サービス、そのサービスを提供する

ための複数の監視システムや監視ツールが存在す

ることは、事業戦略やマーケティングの観点から

のみならず、業務負荷、メンテナンス、リソース、

コストなどの点から生産的ではないと判断し、IT

リソース運用監視サービスのあり方について検討

するプロジェクトを立ち上げた。このため、イン

フォリスクマネージの代表取締役副社長兼 COO

兼CTOである河本剛志氏は、次世代サービス推

進室長として、両社の運用監視技術エキスパート

を集め、合併後の新しい運用監視サービスの方向

性についての検討を開始した。河本氏の役割は、

合併前の両社がそれぞれ別個に提供していたIT

リソースの運用監視サービスを一本化することで

あった。「当時は、合併前の両社とも独立系の

MSP事業者であり、同じようなIT運用監視サー

ビスを提供していた。それぞれ優れたサービスで

信頼性の高いITリソース運用監
視サービスの提供を目指す

監視エージェントの開発が短期
間で実現できることを確認
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● OS（Windows、Solaris、Net BSDなど）ごとに
　 監視情報が相違

● 取得できる監視情報の種類がITリソースごとに相違

● エージェントソフトの安定性

① 新規開発

② net-snmp （フリー）を利用した開発

③ 市場で販売されている製品の利用
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両社の合併に伴う運用監視サー
ビス統合の検討

顧客の要件に応じてカスタマイ
ズ可能な監視サービスの必要性

あり、その基盤となる監視ツールや監視システム

のどちらを残すべきか、あるいはまったく新たに

ゼロから再構築すべきか、随分悩みました」と同

氏は述懐する。河本氏は、技術エキスパートをと

りまとめ、両社のノウハウやスキル、システム環

境、サービス、そして両社の顧客への配慮などの

バランスをとりつつ検討を進めていった。検討を

重ねた結果、インフォリスクマネージが特許を所

有する監視システムを採用し、客先のサーバ監視

用のSNMPエージェントにはゾーホージャパン

のAgent Toolkitおよびそれを利用して開発した

エージェントを引き続き使っていくことに決め

た。

　技術エキスパートでもある河本氏を中心として

慎重に検討を重ねた結果、Agent Toolkitが、コ

ストと品質という二つの条件をクリアし、合併後

の運用監視サービスの統合に必要な要件にマッチ

する唯一の製品になるという確信をもつに到っ

た。さらに、既存の監視システムなどのリソース

を統合するという目的を達成するのに最適なツー

ルであることも明らかになった。

　マルチプラットフォームに対応し、監視機能の

拡張が容易であり、さらに大幅な開発コストの削

減を実現できると判断した。開発キットの費用も

開発したSNMPエージェントのランタイムライ

センス等のランニングコストも妥当で、決定は容

易であった。

　河本氏は、Agent Toolkitを採用したことで、

ネットワークシステムのコアの開発技術に携わる

ことの楽しさに加え、SNMPプロトコルによる通

信の重要性を再認識したと語る。また、Agent 

Toolkitを利用することで、SNMPが収集する

MIB情報に見られる微妙な違いなどを克服できた

などの、開発する側にとってのテクニカルな面で

の利点も挙げている。だが、エージェント開発ツー

ルを用いて開発した監視システムの保守やメンテ

ナンスなどを考えると、少し不安があったと河本

氏は漏らしている。そのような時、ゾーホージャ

パンから紹介された、技術力があって信頼できる

開発ベンダーと協力することで、監視システムの

開発・構築も計画の範囲内で実現できたという。

「開発ベンダーがとてもよく対応してくれました。

開発ベンダーと共同で作業を実施できたというこ

とは、プロジェクトを推進する上で大変重要でし

た。当社が培ってきた運用監視ノウハウ、良い開

発キット、優れた開発ベンダーの三位一体がなけ

れば、このITリソース運用監視サービスは、実現

していなかったかもしれません」。

　開発ベンダーとの共同作業によって構築したイ

ンフォリスクマネージの MSL（Management 

Service Library）監視システム（図参照）では、

お客様のITリソースをきめ細かく監視できるよ

うになっている。

　また、監視メニューが増加するなど大幅な性能

向上も実現できた。特に、既存のお客様からの要

望に応える機能追加が容易になり、サービスメ

ニューを大幅に拡充できるようになった。河本氏

は、システムの変更にあたっては、技術者として

だけでなく、サービス提供者として、お客様視点

というものを大切にし、新しいサービスがどう変

わり、どのような優位性を持っているのかを説明

することも決して疎かにしなかった。合併によっ

て独立系で業界最大手となったとはいえ、お客様

への提案では、同業他社と競い合う場面もある。

だが、同社の監視サービスが「技術的な競争力と

いう点ではだれにも負けない」と、Agent Toolkit

で開発したエージェント機能に加え、同社が蓄積

してきた運用ノウハウが正当に評価されるはずで

あるという強い自信ものぞかせる。

　インフォリスクマネージは現在、国内有数の

MSPとして、数多くのお客様に対してIT運用監

視サービスを提供している。同社の運用監視・シ

ステム改善サービスとなるMSLで確立した監視

サービスの内容は、同社の実績とノウハウによっ

てさらに充実したものになっている。河本氏は、

今後のMSPのサービス形態に二極化が生じる可

能性があると予測する。内部統制やITサービス管

理（ITIL）など、企業活動を支えるIT基盤の運用

監視に対して、厳しい要求がされる中、監視サー

ビスへのニーズも高くなってくるという。そうし

た場合、ITリソースの増加と複雑化したITインフ

ラを適切に運用監視していくためには、MSLのよ

うなカスタマイズ可能な監視サービスが必要にな

る。一方で、もっと簡易なサービス形態が出てく

る可能性もあるという。その背景には、厳重に守

らなくてはいけないIT資産が増えていくという

ことと、今後は守る必要のないものが加わってく

る可能性があるということである。たとえば、多

種多様なシステムが監視対象として含まれるよう

になる。そのような状況では、監視機能のカスタ

マイズを可能とするAgent Toolkitのような開発

ツールの役割はますます必要になってくると考え

ている。
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